
教育学部人間生活系コース三年

生物生産学部二年

しおまち商店街の輪 奥本隆三

人間社会科学研究科 冨永美穂子

地域の元気応援プロジェクト

住みたい街 しおまちプロジェクト
－住民参加の観光資源の開発ー



提案する活動の内容

 しおまち商店街の意識調査や課題抽出と地元の事業者や新たに
来た企業との交流の場作りの為のワークショップの開催

 これからの観光を伸ばすうえで「食と教育」をテーマとした瀬戸田
ならではの体験観光の開発やそこでの商品開発

 教育をテーマにした体験を通じて地域の教育環境を整えて教育
の質の向上を目指す



本活動の始まり

しおまち商店街の輪の理事の奥本隆三さん、教育学部人間社会科学研

究科の冨永美穂子先生のご指導のもと、教育学部5人、生物生産学部12
人で活動を行った。

学生全員が瀬戸田に訪れたことがなかったため、始めに瀬戸田に訪問

し、地域の方から瀬戸田の課題や要望を聞いた。

その後、学生間で議論重ね、3つのプロジェクトを実施するに至った。



活動の分類

住みたい街しおまちプロジェクト

提竹祭
竹風鈴

ワークショップ
レモンもち教室



提竹祭



提竹祭の目的

 瀬戸田の夜を盛り上げたい

 イベントの定着化



提竹祭の概要

・しおまち商店街にLEDライトを内蔵

した提竹を６００本以上並べて、夜の

しおまち商店街をライトアップする。

・瀬戸田港にLEDライトを内蔵した行

燈、竹灯りを並べて明かりを灯す。



作業の様子



イベントの様子

瀬戸田港に配置したイルミネーション 穴をあけた提竹



イベントの様子



竹風鈴ワークショップ



竹風鈴ワークショップの目的

身近にある竹のことを知ってほしい

ワークショップを通じてモノづくりの楽しさに気づいてほしい



竹風鈴ワークショップの概要

・あらかじめ穴を開けておいた１枚の竹
の板と４本の筒状の竹を選んでもらい、
紐を用いて風鈴を作成する。

・レモン祭（３月２４日）で、市民会館
の木工室にて開催



イベントの様子



レモンもち教室



レモンもち教室の目的

・レモンを見て、香りをかいで、触って、食べることで、瀬
戸田レモンの魅力を感じてもらう。

・レモンと餅つきを組み合わせることで、子どもたちだけで
なく大人の方も楽しめるようにする。



イベントについて

・レモンの説明をした後、餅つき、レモンもち

成形を行うイベント

・参加料と引き換えに整理券を渡すことで参加

者を把握

・30組近く参加

・レモンの皮、果汁、輪切りとレモンピューレ

を入れて餅をつき、丸める際に白あんを入れ

た。



イベントの様子



説明した際に使用した
ポスター



プロジェクト全体を通じて



成果

提竹祭
様々な竹あかりで、瀬戸田の夜を活性化することができた。

竹風鈴ワークショップ

モノづくりを通じた交流の場を形成し、モノづくりの楽しさに
気づいてもらえた。

レモンもち教室
瀬戸田レモンの歴史や長所を参加者に伝え、餅つきや餅の成形という

実体験を提供することができた。



プロジェクトに参加してよかった点

・町おこしイベントを開催する上で必要なことが分かった。
Ex.許可を取る方法、誰にアドバイスを求めるべきか…

・地域を巻き込むことの重要性に気づけた。

・地域が抱えている問題と長所をうまく関連付けることが必要
だと分かった。



課題と今後の展望

全体的にプロジェクトの進行が遅くなってしまい広報活動が十分にでき
なかった。

3つのイベントが独立して動いており、連携を取ることが難しかった。連携
を取ることができれば、もっと瀬戸田の魅力を伝えられるのではないか。

教育学部と生物生産学部が初対面であり、関係性を構築する機会も
少なかったため、来年度、プロジェクトをより円滑に進めるために、学生
間での交流を十分に行う必要がある。



ご清聴ありがとうございました。
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